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【目的】
　選手の食事に関連する様々な要因をプリシード・プロシードモデルに従って整理し、それを評価する質
問紙を作成して、食環境について把握することを目的とした。
【方法】
　調査は、日本スポーツ栄養学会研究プロジェクト・パイロットスタディーの一環として、2019年 9 月～
2021年 1 月31日に実施された。対象者は、本学会員が関連する選手個人やチームであり、質問への回答は
webを通じて対象者自身が行った。総データ数1,502件のうち1,466名を解析対象とした。
【結果及び今後の課題】
　内科的・整形外科的な問題、慢性的な不調とも無しが多数を占め、比較的健康な選手であった。食物摂
取の状況は、主菜や副菜を 1 日に 2 回以上摂る選手が 7 割程度、牛乳・乳製品を 1 日 2 回以上摂る選手が
4 割程度で比較的良いと考えられた。主食・主菜・副菜のそろうメニューのある食堂の状況から、食物へ
のアクセスは比較的良かったと考えられる。チームの食事のルールがない、参考にしたい食べ方をしてい
る人がいない選手が多く、情報へのアクセスは少ない可能性があった。食に関する情報の入手先としては、
インターネットが最も多かったが、情報リテラシーの向上は必要と考えられた。栄養の講習会の有無、食
事についての相談相手などの状況から、医療や栄養の専門家へのアクセスは少なく、選手や指導者が専門
家とアクセスできる場を増やすことも必要と考えられた。

キーワード：プリシード・プロシードモデル　青年期　食物へのアクセス　情報へのアクセス　実現要因

資　料

Ⅰ　緒言

　スポーツ栄養士は、選手の健康状態の向上、トレー
ニング効果の最大化、試合でのパフォーマンスの発揮
などを目的として適切な栄養がとれるようにサポート
を行っている。選手自身が個人の主体的な行動として
適切な栄養摂取を継続するためには、選手自身の食態
度、食知識、食スキルだけでなく、それを支える環境

として周囲の人の支援、食物や情報へのアクセスが適
切であることが重要である 1），2）。近年の健康教育で
は、健康的な行動変容を起こす方策を検討する際に、
様々な行動変容理論が活用されている。プリシード・
プロシードモデル 3）は、集団や地域の現状を把握し、
的確な介入プログラムを策定・実施し、そのプロセス
を評価する手法である。栄養教育の効果を検証する研
究においても、プリシード・プロシードモデルの枠組
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みにそって、評価指標を作成し、どの部分に介入を行
うか、あるいはどの部分に効果が見られたかを検証す
る報告が見られるようになった 4），5）。しかし、現状で
はこれらの研究は生活習慣病予防や体重コントロール
を目的としている研究が多い。選手においては、各枠
組みにおける構成要素や相互の関係性などが、生活習
慣病予防や体重コントロールとは異なると推測され
る。
　大学生では、約50％が自宅外に居住しており 6）、高
校生までの家庭内での食事が主であった状況から、食
事を自己管理する場面が増える時期といえる。中学生
から社会人までを対象にした徳永らの研究 7）では、食
品バランス、食事の規則性、間食・夜食から評価した
食生活状況は大学生が中学生、高校生、社会人に比べ
最も低かった。また、大学生の一人暮らしにおいて、
自宅生よりも朝食欠食が多くみられること 8）、主食・
主菜・副菜のそろった食事の回数が少ないこと 9）が指
摘されており、自宅を離れたことによる食事への影響
も大きい。食事内容が悪化しやすい大学生を主とする
青年期の選手において、食事の状況をとりまく環境を
明らかにすることは、介入の方向性の検討や評価にお
いて重要であると考える。
　そこで、2017年から開始した特定非営利活動法人日
本 ス ポ ー ツ 栄 養 学 会（Japanese�Sports�Nutrition�
Association:�JSNA）研究プロジェクト・パイロット
スタディーでは、プリシード・プロシードモデルに従っ
て選手の食事状況に関連する様々な要因を整理し、そ
れらを評価する質問票を作成し、青年期にある選手の
食環境を多側面から構造的に明らかにすることを目的
とした。本資料では、今後の選手の食行動や食習慣の
改善を目的とした実践活動や研究の一助となるよう
に、今回の調査結果を紹介する。

Ⅱ　方法

１ ．調査計画
　本調査はJSNAの学会員に対し、調査への協力を依
頼し、協力の同意を得た学会員が、全国のチームや選
手個人に調査を依頼することで対象者を確保した。本
調査は2019年 9 月～2021年 1 月31日まで実施した。そ
のうち、2019年 9 月～2020年 2 月の調査においては、
対象者に対面で研究の目的、方法、データの取り扱い
等について説明をし、書面での同意を得たうえで、個
別に研究用IDを付与し、研究用IDを使用して調査専
用Webページより対象者自身が回答した。2020年 3
月～ 9 月は、COVID-19の感染拡大に伴い一時、調査
を中断したが、2020年10月以降は、代表となる学会員
が対象者に研究の目的、方法等を説明したうえで、対
象者から同意を得、個別の研究用IDを付与し、調査
専用Webページから対象者が直接回答するようにし

た。または、学会員が調査専用WebページのQRコー
ドを提示した研究説明資料を対象者に配布し、調査へ
の回答をもって、同意を得たとした。この場合は、個
別のIDは付与せず、担当学会員またはチーム単位の
研究用IDを使用した。
　本研究は、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養
研究所研究倫理委員会（2019年 4 月25日　健栄97）及
び東京農業大学人を対象とする実験・調査等に関する
倫理委員会（2020年 7 月14日　2004、2020年 7 月31日�
2007）の承認を得て実施した。

２ ．対象者
　対象者は、本学会会員の関連するチーム等に所属す
る国際大会、全国大会、都道府県大会等に継続的に出
場している18歳以上の競技選手とした。

３ ．調査内容
　調査内容は基本情報質問票と食習慣・食環境質問票
からなる（付表 1 ）。プリシード・プロシードモデル 3）

及び武見の理論的枠組み10）に基づいて、質問項目は大
項目として、QOL、健康状態、行動とライフスタイル、
環境要因、準備要因、強化要因、実現要因、その他に
区分した（表 1 ）。中項目、小項目及び質問紙の作成
に当たっては、既存の研究の質問項目11）～25）を整理、
分類した後、著者らにより選手の生活に合致するよう
に整理した。ただし、本調査においては、食習慣に関
連する環境要因、準備要因、強化要因、実現要因を中
心に評価することを目的として、QOLについては調
査票では質問項目を設定しなかった。また、その他の
項目は、食環境や食習慣に影響を与える対象者特性を
問う項目として、性別、年齢、居住環境、競技の状況
とした。競技への価値観が自己管理や生活内容にも影
響すること26），27）から、競技の価値観を対象者特性の 1
項目として加えた。各大項目内の中項目、小項目及び
対応する質問項目について表 1 に示した。本調査票の
作成に際して、内容的妥当性は、本質問及び選択肢が
選手の食生活を説明する物として適切かについて、選
手の栄養サポートに当たっている公認スポーツ栄養士
である研究プロジェクト参加者により検討した。ま
た、表面的妥当性は、質問や選択肢が理解されやすい
か、回答しやすいかなどについて、事前に予備調査を
行うことで検討し、必要に応じて、質問の文章の加筆・
修正を行った。Webを通じての調査が主となるため
に、対面で同意を得て実施をしていた対象から、質問
が多かったあるいは回答後に確認が必要となった項目
をもとに説明資料（付表 2 ）を作成した。

４ ．統計解析
　Webに入力されたデータ数1,502件より、調査内容
閲覧のために入力した者、競技種目（ポジション）の
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「基本情報質問票」下記の欄に記入をお願いします。 
Q1あなた自身について教えてください。 ※あてはまるもの 1つに○。 

０ ID ID（        ） 

1 性別 ①男性     ②女性 

2 年齢 （     ）歳 

3 住環境 ①家族と同居 ②1人暮らし ③寮 ④その他（              ） 

4 
最終学歴 

※現在の所属含む 
①中学 ②高校 ③短大・ 

専門学校 ④大学 ⑤大学院 ⑥その他（      ） 

 
 Q2 あなたの競技や練習状況について教えてください。 

(1)現在、主に行っている競技についてお答えください。 ※5-1dはあてはまるもの 1つに○。 

5-1 

競技名、種目・ 
ポジション 

a.競技名 
（             ） 

b.種目・ポジション 
（             ） 

c.開始年齢 
（           ）歳 

d.競技レベル 
①国際大会・ 
オリンピック 
出場 

②全国大会出場 ③地域ブロッ
ク大会出場 

④県大会出場 ⑤地区大会 
出場 

⑥それ以外 
➜詳細 

e.現在の状況  ①シーズン前 ②シーズン中 ③シーズン後 

5-2 同競技の 
別の種目や 
ポジションも 
行っている場合 

a.種目・ポジション 
（             ） 

b.競技レベル 
5-1dの①～⑥の中から回答 
（        ） 

c.開始年齢 
（           ）歳 

5-3 
a.種目・ポジション 

（             ） 
b.競技レベル 

5-1dの①～⑥の中から回答 
（        ） 

c.開始年齢 
（           ）歳 

 
(2)現在、他に行っている競技についてお答えください。 ※dはあてはまるもの 1つに○。  

6 

競技名、種目・ 
ポジション 

a.競技名 
（             ） 

b.種目・ポジション 
（             ） 

c.開始年齢 
（           ）歳 

d.競技レベル 
①国際大会・ 
オリンピック 
出場 

②全国大会出場 ③地域ブロッ
ク大会出場 

④県大会出場 ⑤地区大会 
出場 

⑥それ以外 
➜詳細 

 
(3)過去に行っていた競技についてお答えください。   ※dはあてはまるもの 1つに○。 

7 

競技名、種目・ 
ポジション 

a.競技名 
（             ） 

b.種目・ポジション 
（             ） 

c.開始年齢 
（           ）歳 

d.競技レベル 
①国際大会・ 
オリンピック 
出場 

②全国大会出場 ③地域ブロッ
ク大会出場 

④県大会出場 ⑤地区大会出
場 

⑥それ以外 
➜詳細 

 
(4)主に行っている競技に対する価値観についてお答えください。  ※あてはまるもの 1つに○。 

    ① ② ③ ④ 

8 
この競技は一生続ける     

価値がある 
よく 

あてはまる 
やや 

あてはまる 
あまり 

あてはまらない 
まったく 

あてはまらない 

9 
この競技が好きで 
しかたない 

よく 
あてはまる 

やや 
あてはまる 

あまり 
あてはまらない 

まったく 
あてはまらない 

10 
この競技は私の人生の 

すべてである 
よく 

あてはまる 
やや 

あてはまる 
あまり 

あてはまらない 
まったく 

あてはまらない 

付表 1 質問紙 
付表 １ 　質問票
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(5) あなたの主に行っている競技/チームにおいて、多くみられる問題・取組み等について自由にご回答ください 

 11 
身体            

（例：周りに生理不順の
選手が多い） 

 

12 
食事              

（例：炭水化物を減らし
ている選手が多い） 

 

13 
環境や練習条件           

（例：練習終了時間が遅
い、練習時間が長い） 

 

 
(6) あなたの過去 1ヶ月間から現在のトレーニング状況について教えてください。 

※練習が休みの日は「0」を書いてください。  ※着替えや打ち合わせなどの時間は含めずに記入してください。 
スキルトレーニング：競技そのもののトレーニング（例：バスケットボールの技術やゲーム形式など） 
フィジカルトレーニング：体力や機能向上のためのトレーニング 
（例：筋力トレーニング、心肺機能トレーニングなど（ただし、陸上や水泳等の選手であれば心肺機能はスキルトレーニングに入る）） 
※試合や試合を想定したトレーニングは、スキル・フィジカルのどちらか近い方に含めてください。 
※スキル・フィジカルの区別が難しい競技は、15・16のどちらかにまとめて記載してください。 

    月 火 水 木 金 土 日 

14 
スキルトレーニング 

時間  
時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 

15 
フィジカルトレーニング

時間 
時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 

16 総トレーニング時間 
時間 時間 時間 時間 時間 時間 時間 

 

 Q3 あなたの身体の状況を教えてください。  

17 
現在の身長、競技を行う
上でのベスト体重 

現在の身長（      ）cm、 競技を行う上でのベスト体重（      ）kg 

18 
現在、内科的な問題は? 

※複数回答可 

①特にない  ②貧血  ③胃腸障害  ④動悸  ⑤息切れ  ⑥頭痛 

⑦胸痛  ⑧食欲不振  ⑨その他（                 ） 

19 
現在、整形外科的な 
問題は? ※複数回答可 

①特にない  ②捻挫  ③肉離れ  ④疲労骨折  ⑤骨折   

⑥その他（                 ） 

20 
慢性的な不調は？ 
※複数回答可 

①特にない ②食欲不振  ③睡眠不足  ④継続的な疲労感  ⑤無気力 

⑥その他（                   ） 

21 
就寝時間と起床時間は？

※24時間表記 
a.就寝時間 （    ）時（    ）分 b.起床時間 （    ）時（    ）分 

22 1週間の排便回数は？ （          ）回／週    ※毎日排便が１回ある方は「7回/週」です 

23 
排便の状態は？ 

あてはまるもの 1つ 
①便秘ぎみ ②普通  ③下痢気味 ④便秘と下痢を    

繰り返す 

 

 Q4 女性の選手のみお答えください。 ※あてはまるもの 1つに○。 

24 初経の年齢 
①13歳以下 
（中 2以下） 

②14歳 
(中 2、中 3） 

③15歳 
(中 3、高 1） 

④16歳以上 
(高 1以上) 

⑤まだ 
きていない 

25 
生理は定期的（1ヶ月又
はその 1週間前後）に

ありますか 
① いつも定期的  ② たまに不定期  ③ 定期的ではない  

26 
これまであった生理が、
3ヶ月以上停止したこと

がありますか 
①ある  ②ない 
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「食習慣・食環境質問票」 下記の欄に記入をお願いします。 

Q1あなたの普段の食事について教えてください。（過去１ヶ月間から現在の状況についてお答えください。） 
(1)あなたが日頃食べている食事についてお聞きします。 ※あてはまるもの 1つに○。 

    ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

1 
ごはん、パン、 

麺類 
1日 3回 
以上摂る 

1日 2回 
摂る 

1日 1回 
摂る 

１週間に 
１回は摂る 

月に数回は 
摂る 

ほとんど 
摂らない 

2 
肉、魚、卵、 
大豆製品 

1日 3回 
以上摂る 

1日 2回 
摂る 

1日 1回 
摂る 

１週間に 
１回は摂る 

月に数回は 
摂る 

ほとんど 
摂らない 

3 
和え物、汁物、 
サラダ、海藻類 

1日 3回 
以上摂る 

1日 2回 
摂る 

1日 1回 
摂る 

１週間に 
１回は摂る 

月に数回は 
摂る 

ほとんど 
摂らない 

4 牛乳・乳製品 1日 3回 
以上摂る 

1日 2回 
摂る 

1日 1回 
摂る 

１週間に 
１回は摂る 

月に数回は 
摂る 

ほとんど 
摂らない 

5 果物 1日 3回 
以上摂る 

1日 2回 
摂る 

1日 1回 
摂る 

１週間に 
１回は摂る 

月に数回は 
摂る 

ほとんど 
摂らない 

 
 (2) これまでに行ったことがある（もしくは現在行っている）食事制限や特殊な食事法を教えてください。※複数回答可。 

6 
①特になし ②食物アレルギーによる制限 ③単品ダイエット ④糖質制限ダイエット  ⑤宗教による食品制限  

⑥ベジタリアン（菜食主義） ⑦グルテンフリー ⑧その他（                   ） 
 
 (3) 基本的に（週に 4日以上）どのように食事を食べていますか？ ※あてはまるもの 1つに○。 

※次の３つの場合は「食べない」を選んでください。 ①食事をしなかった場合 
②錠剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンクのみの場合  
③菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみの場合 

 

    ① ② ③ ④ ⑤ 

7 朝 食 自分で調理して  
食べる 

誰かに用意して    
もらって食べる 

飲食店（食堂）で 
食べる 

購入したものを 
食べる 食べない 

8 昼 食 自分で調理して  
食べる 

誰かに用意して    
もらって食べる 

飲食店（食堂）で 
食べる 

購入したものを 
食べる 食べない 

9 夕 食 自分で調理して  
食べる 

誰かに用意して    
もらって食べる 

飲食店（食堂）で 
食べる 

購入したものを 
食べる 食べない 

 
 (3)-1「誰かに用意してもらって食べる」を選んだ方は用意してくれる方についてお答えください。※あてはまるもの 1つに○。 

    ① ② ③ ④ 

10 
用意してくれる方は、バランスの

よい食事を 
作ってくれる たまに作ってくれる あまり 

作ってくれない 作ってくれない 

11 食事面に関して 心配してくれる たまに心配して   
くれる 

あまり心配して  
くれない 心配してくれない 

12 
食事の内容や選択の仕方など、 
食べ方についてのアドバイスを 

してくれる 少ししてくれる あまり 
してくれない してくれない 

 
 (4) 食堂の利用状況についてお答えください。  ※あてはまるもの 1つに○。 

13 所属する組織・学校・施設
等の食堂を利用しますか？ ①毎日利用する ②2,3日に１回 

利用する 
③1週間に 1回
利用する 

④ほとんど   
利用しない ⑤食堂はない 

 
 (4)-1「毎日利用する」・「2,3日に 1回利用する」と答えた方にお聞きします。  ※14,15,17はあてはまるもの 1つに○。 

14 主食・主菜・副菜がそろったメニュー ①ある ②ない ③わからない 

15 アスリート用に栄養素を強化しているメニュー ①ある ②ない ③わからない 

16 あなたがよく食べるメニュー ※複数回答可 
①丼ぶり ②定食 ③麺類 ④肉・魚・卵・豆腐を含む主菜のみの料理 

⑤カレー ⑥弁当 ⑦その他（                  ） 

17 
あなたが食堂で      

使用する 1食の金額 
①300円未満               ②300～500円 ③501～700円 ④701～1000円 ⑤1001円以上   
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 (5) 外食の利用についてお聞きします。  ※あてはまるもの 1つに○。 

18 

a.朝が早い時や夜が遅い時、食事ができる、または購入可能なお店 
（コンビニやお惣菜店等）が 

自宅から練習拠点の間や近隣にありますか? 
①ある ②ない ③わからない 

b.「ある」方は、利用頻度 
はどれくらいですか？ 

①毎日 ②2,3日に１回 ③1週間に 1回 ④1ヶ月に 1回 ⑤利用しない 

19 

a.主食・主菜・副菜がそろった食事ができる、または購入可能な 
お店は自宅から練習拠点の間や近隣にありますか？ ①ある ②ない ③わからない 

b.「ある」方は、利用頻度 
はどれくらいですか？ 

①毎日 ②2,3日に１回 ③1週間に 1回 ④1ヶ月に 1回 ⑤利用しない 

 
 (6) コンビニの利用についてお聞きします。 ※あてはまるもの 1つに○。 

20 食事や飲み物を買うために   
コンビニは利用しますか？ ①毎日 ②2,3日に１回 ③1週間に 1回 ④1ヶ月に 1回 ⑤利用しない 

 
 (6)-1「毎日利用する」・「2,3日に 1回利用する」と答えた方にお聞きします。 ※21,23はあてはまるもの 1つに○。 

21 
コンビニには、あなたが 
食べたいと思う食品が 

①ある ②ない ③わからない 

22 

 

コンビニで 

よく購入するもの 

※複数回答可 

 

①お弁当 ②麺類 ③おにぎり（ごはん）④サンドウィッチ・惣菜パン 

⑤唐揚げ・ソーセージなどのホットスナック ⑥サラダチキン ⑦卵 ⑧サラダ ⑨つけもの  

⑩野菜ジュース ⑪ヨーグルト ⑫牛乳 ⑬果物類 ⑭100%果汁ジュース  

⑮緑茶・ウーロン茶・水 ⑯スポーツドリンク ⑰清涼飲料水（砂糖入り） 

⑱デザート・ケーキ・お菓子類 ⑲そのほか（               ） 

23 
あなたがコンビニで      
使用する 1食の金額 

①300円未満               ②300～500円 ③501～700円 ④701～1000円 ⑤1001円以上   

 
 (7) 補食やサプリメントの摂取についてお聞きします。  ※複数回答可。 

24 

あなたは普段のトレ
ーニングの前後にど
のような食品を食べ
ていますか。 

①とっていない ②おにぎり ③サンドウィッチ・惣菜パン ④プロテイン ⑤エネルギーゼリー・スポー

ツバーなど ⑥スポーツドリンク ⑦果物 ⑧カステラ ⑨菓子パン ⑩クッキー ⑪ジュース ⑫チョ

コレート ⑬その他（              ） 

25 
あなたは試合の前後
にどのような食品を
食べていますか。 

①とっていない ②おにぎり ③サンドウィッチ・惣菜パン ④プロテイン ⑤エネルギーゼリー・スポー

ツバーなど ⑥スポーツドリンク ⑦果物 ⑧カステラ ⑨菓子パン ⑩クッキー ⑪ジュース ⑫チョ

コレート ⑬その他（              ） 

26 

あなたが使用してい
るサプリメント（錠
剤、カプセル、粉
末、ゼリー、バー、
飲料）について 

①使用していない  ②プロテイン  ③エネルギーゼリー、スポーツバーなど  ④マルチビタミン、ビ

タミン Cなど  ⑤マルチミネラル、カルシウム、鉄など  ⑥スポーツドリンク   

⑦その他（                            ） 

27 サプリメント利用 
の理由 

①専門家に            
勧められたから 

②選手・指導者・保
護者等に勧められた

から 

③周りの選手が 
使用しているから 

④トップ選手が 
使用しているから 

⑤自分で調べて 
よいと思ったから 

⑥メディアの広告を
見てよいと思ったか

ら 
⑦その他（                 ） 

28 サプリメントに 
ついて相談する人 

①いない ②保護者 ③監督、コーチ ④トレーナー ⑤チームメイト 

⑥栄養士、 
スポーツ栄養士 

⑦医師、スポーツ
ドクター 

⑧薬剤師 
スポーツファーマシスト 

⑨その他
（           ） 
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Q2あなたの食事に関する知識について教えてください。  ※29、30はあてはまるもの 1つずつ。 

29  
右の料理は、1.主食・2.主菜・3.副菜 
のどれですか。選んで（ ）に 
番号を記入してください 

①豚の生姜焼き 
（       ） 

②ごはん
（       ） 

③ほうれん草のお浸し
（       ） 

30 
右の役割は、1.主食・2.主菜・3.副菜 
のどれに相当するか。選んで（ ）に 

記号を記入してください 

①身体の調子を 
ととのえる 

（       ） 

②身体を作る 
材料となる 

（       ） 

③エネルギー源となる 
 

（       ） 

31 補食についてのイメージを 
お答えください。※複数回答可 

①3食で食べられなかったものを補う ②勝つための戦略 ③疲労回復 

④時間がない時に食べるもの ⑤お腹が空いたときに食べるもの  

⑥気晴らし ⑦ご褒美 ⑧お菓子 ⑨ジュースや飲み物 ⑩サプリメント  

⑪その他（                  ） 

32 間食についてのイメージを 
お答えください。※複数回答可 

①3食で食べられなかったものを補う ②勝つための戦略 ③疲労回復 

④時間がない時に食べるもの ⑤お腹が空いたときに食べるもの  

⑥気晴らし ⑦ご褒美 ⑧お菓子 ⑨ジュースや飲み物 ⑩サプリメント  

⑪その他（                  ） 

 
Q3あなたの食に関する情報収集について教えてください。 ※33,34,35は、あてはまるもの 1つ。 

33 
あなたのチームでは 
定期的に栄養講習会が 
開かれていますか？ 

①はい     ②いいえ 

34 
あなたが所属している組織・ 
学校・施設等に栄養相談が 
できる場所はありますか？ 

①ある     ②ない      ③わからない 

35 

あなたのチームには、 
食事に関するルールは 

ありますか？ 
「ある」方は、 

どのようなルールかを 
記入してください。 

 
①ある 
 
→どのようなルールですか？ 下記にご記入ください。 
                       ②ない 

36 

あなたの周りに 
参考にしたいと思う 
食べ方をしている人は 

いますか？ ※複数回答可 

①いない ②家族 ③指導者 ④チームメイト ⑤その他 

36 
-1 

その人はどのような 
食べ方をしていますか？ 

 
自由記述 
 

37 普段および遠征中、      
食事のことを相談できる人は 

いますか？ 
※複数回答可 

普段 
①いない ②家族  ③監督、コーチ  ④トレーナー  ⑤チームメイト 

⑥公認スポーツ栄養士、管理栄養士  ⑦スポーツドクター   

38 遠征中 
①いない ②家族  ③監督、コーチ  ④トレーナー  ⑤チームメイト 

⑥公認スポーツ栄養士、管理栄養士  ⑦スポーツドクター 

39 

普段食事に関する情報を     
どのようなツールを通じて     
入手していますか？ 
※複数回答可 

①入手しない  ②本  ③テレビ  ④雑誌  ⑤インターネット  ⑥Twitter   

⑦インスタグラム ⑧Facebook ⑨その他（                     ） 

                                         質問は以上です。ありがとうございました。 
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表 １ 　質問紙の項目

大項目 中項目 小項目 基本情報質問票 食習慣・食環境質問票
QOL －
健康状態 客観的健康状態 身長・ベスト体重 17

内科的な問題 18
整形外科的な問題 19
慢性的な不調 20
排便回数、排便の状態 22、23
初経年齢、月経の状態 24、25、26

行動とライ�
フスタイル

食物摂取 各食品の摂取頻度 1 － 15
トレーニング前後に食べる物 24
試合前後に食べる物 25
サプリメントの使用 26

食行動 食事制限や特殊な食事法 6
食堂の利用 13
食堂でよく食べるメニュー、金額 16、17
コンビニエンスストアの利用 20
コンビニエンスストアの利用で購入する物、金額 22、23
早朝、夜遅くの店舗の利用 18b
主食・主菜・副菜のそろった店の利用 19b

ライフスタイル 起床時間、睡眠時間 21
トレーニング状況 14、15、16

環境要因 食物へのアクセス 食堂の主食、主菜、副菜がそろったメニュー 14
アスリート用メニュー 15
早朝、夜遅く利用できる店 18a
主食、主菜、副菜のそろった店 19a
コンビニエンスストアに食べたい物がある 21

情報へのアクセス チームにおける食事のルール 35
参考にしたい食べ方をしている人 36
食事に関する情報の入手 39

準備要因 食知識 主食、主菜、副菜の分類 29、30
補食のイメージ 31
間食のイメージ 32

態度 サプリメント使用の理由 27
強化要因 周囲の支援 食事を用意してくれる人の配慮 10、11、12
実現要因 社会的資源 食事の準備状況 7、8、9

サプリメントの使用を相談する人 28
栄養講習会の実施 33
栄養相談ができる場所 34
食事のことを相談できる人 37、38

その他 属性 性別 1
年齢 2
居住環境 3
最終学歴 4
競技種目、競技レベル、競技開始年齢 5
他の種目、過去の種目 6、7
競技の価値観 8、9、10
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入力内容から競技者ではないと判断された者、他の
データと回答が酷似しており重複した可能性が高い
者、未発行IDを使用し入力した者を除外し1,466名（男
性804名、女性662名）をデータ解析の対象とした。な
お、解析対象者のうち、2019年 9 月～2021年 1 月31日
に調査を行った選手が208名（14.2%）、2021年10月以
降の調査対象者が1,258名（85.8%）であった。
　本資料では、全体の状況を示すために競技種目、競
技レベルなどは考慮せず、男女別でのみ結果を示し
た。連続変数については、中央値と四分位範囲で示し
た。各回答の分布は、人数と％で示した。すべての統
計解析は、R�（The�R�Foundation�for�Statistical�Com-
puting,�Vienna,�Austria）の操作インターフェイスで
あるEZR�ver.�1.55（自治医科大学付属さいたま医療セ
ンター、埼玉）を使用して行った。

Ⅲ　調査結果

１ ．対象者特性
　対象者の基本的属性を表 2 に示した。対象者の年齢
の中央値は男女とも20歳、競技開始年齢の中央値は男
女とも10歳であった。居住環境では、男性では家族と
同居（34.6%）と寮（33.2％）が多く、女性では、寮（37.0%）
と一人暮らし（36.5%）が多かった。最終学歴または
現在の所属は、大学が男女とも最も多く 8 割を超えて

※※以以下下のの６６項項目目はは特特にに入入力力ミミススがが多多いい箇箇所所でですす。。

注注意意事事項項ををごご一一読読いいたただだきき、、慎慎重重ににごご回回答答くくだだささいい。。  

項項目目  注注意意事事項項  

競競技技名名  例）陸上競技、水泳、自転車競技、体操 等 

※種目・ポジションについては別に項目あり

種種目目・・ポポジジシショョンン  例）短距離・長距離、競泳・飛込・シンクロ、スプリント・ 

スクラッチ・ケイリン、団体戦・個人戦 等

複数存在する場合は、以下の優先順位でご回答ください。

①最最もも高高いい競競技技レレベベルルの大会に参加したもの

②競競技技歴歴がが長長いいもの ※３つまで回答可

他他にに行行っってていいるる競競技技、、

過過去去にに行行っってていいたた他他のの

競競技技  

複数存在する場合は、以下の優先順位でご回答ください。 

①最最もも高高いい競競技技レレベベルルの大会に参加したもの

②競競技技歴歴がが長長いいもの ※1 つまで回答可

トトレレーーニニンンググ時時間間 入力数字は「24（時間）」以下 

■25 時間以上になっていることがある

就就寝寝時時間間  起起床床時時間間  24 時間表記で入力（例：夜 10 時⇒22 時） 

■就寝時間と起床時間が逆になっていることがある

１１週週間間のの排排便便回回数数  １週間あたりの回数 

■１日あたりの回数になっていることがある

WWeebb 調調査査にに関関すするる注注意意事事項項  

付表2　説明資料
付表 ２ 　説明資料

表 ２ 　解析対象者の基本的属性

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

年齢＊1 20.0［19.0、21.0］ 20.0［19.0、21.0］
競技開始年齢＊1 10.0［7.0、15.0］ 10.0［7.0、13.0］
居住環境�（%） 1 人暮らし 250（31.1） 242（36.5）

家族と同居 278（34.6） 162（24.5）
寮 267（33.2） 245（37.0）
その他 9（� 1.1） 13（� 2.0）

最終学歴�（%）＊2 大学院 3（� 0.4） 4（� 0.6）
大学 657（81.7） 579（87.4）
短大・専門学校 84（10.4） 33（� 5.0）
高校 60（� 7.5） 43（� 6.5）
その他 0（� 0.0） 3（� 0.5）

競技レベル�（%） 国際大会・オリンピック出場 20（� 2.5） 39（� 5.9）
全国大会出場 345（42.9） 458（69.2）
地域ブロック大会出場 238（29.6） 80（12.1）
県大会出場 131（16.3） 46（� 6.9）
地区大会出場 47（� 5.8） 29（� 4.4）
それ以外 23（� 2.9） 10（� 1.5）

＊1 中央値［25 パーセンタイル値、75 パーセンタイル値］
＊1 以外は人数（％）で表記
＊2 現在の所属を含む



日本スポーツ栄養研究誌　vol. 16　2023　資料　髙田和子、ほか

66

いた。競技レベルでは、男女とも全国大会出場レベル
の選手が最も多かった。36種目の選手から回答を得、
最も人数が多かったのは男性ではサッカー、女性では
ソフトボールであった（表 3 ）。競技についての価値
観について、「この競技は一生続ける価値がある」に
ついて、男性では、よくあてはまる（49.9%）、女性で
は、ややあてはまる（48.0%）が最も多かった（表 4 ）。
「この競技が好きで仕方ない」についても男性では、
よくあてまる（52.5%）、女性では、ややよくあてはま
る（48.0%）が最も多かった。「この競技は私の人生の
すべてである」については男女とも、ややあてはまる
の回答が約40％で最も多かった。

２ ．健康状態 
　身長とベスト体重の回答から計算したベスト体重に
お け るBMIの 中 央 値 は 男 性 が24.2kg/m2、 女 性 が
21.8kg/m2であった（表 5 ）。内科的な問題は、男性の
88.9％、女性の72.4％が「無し」と回答した。内科的
な問題として多くみられた項目（複数回答）は、男性
では頭痛（4.2%）、女性では貧血（16.6%）であった。
現在の整形外科的な問題は、無しの回答が男性の
76.6％、女性で74.9％であった。整形外科的な問題で
多かった項目（複数回答）は、男女とも捻挫であった。
慢性的な不調は男性の82.0%、女性の72.8%が無しと回
答し、最も多かった項目（複数回答）は男女とも継続
的な疲労感であった。
　排便回数は男女とも、週に 7 回以上14回未満が最も
多く半数以上を占めていた。排便の状況は、普通の回
答が男女とも多かった。
　女性について、月経の状態を表 6 に示した。初経年
齢は13歳以下が55.1％を占めた。月経の状況は、いつ
も定期的が42.0%、たまに不定期が41.8％であった。
また、 3 ヶ月以上の月経停止の経験がある選手が
24.5%みられた。

表 ３ 　競技種目

男性 女性 合計
ソフトボール 115 292 407
サッカー 157 73 230
陸上競技 66 49 115
ラグビー 80 4 84
アメリカンフットボール 72 0 72
バスケットボール 47 18 65
バレーボール 2 63 65
野球 59 0 59
剣道 37 14 51
柔道 28 22 50
ボート 22 20 42
ゴルフ 19 11 30
卓球 19 6 25
スピードスケート 12 10 22
ホッケー 0 21 21
ボールルームダンス 10 10 20
バドミントン 7 6 13
準硬式野球 11 1 12
ラクロス 0 11 11
競泳 7 3 10
レスリング 8 1 9
自転車競技 8 0 8
アイスホッケー 0 7 7
カヌー 6 1 7
体操競技 5 2 7
テニス 1 3 4
弓道 0 4 4
ウエイトリフティング 2 1 3
なぎなた 0 3 3
近代五種 1 2 3
マウンテンバイク 1 1 2
ウィンドサーフィン 1 0 1
ダブルスカル 0 1 1
ダンス 0 1 1
ボクシング 1 0 1
ヨット 0 1 1
計 804 662 1,466

表 ４ 　競技の価値観

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

この競技は一生続ける価値がある よくあてはまる 401（49.9） 211（31.9）
ややあてはまる 278（34.6） 318（48.0）
あまりあてはまらない 104（12.9） 117（17.7）
まったくあてはまらない 21（� 2.6） 16（� 2.4）

この競技が好きで仕方ない よくあてはまる 422（52.5） 288（43.5）
ややあてはまる 319（39.7） 318（48.0）
あまりあてはまらない 55（� 6.8） 51（� 7.7）
まったくあてはまらない 8（� 1.0） 5（� 0.8）

この競技は私の人生のすべてである よくあてはまる 266（33.1） 187（28.2）
ややあてはまる 324（40.3） 275（41.5）
あまりあてはまらない 168（20.9） 164（24.8）
まったくあてはまらない 46（� 5.7） 36（� 5.4）

n（%）
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表 6 　健康状態（月経の状態）

項目 人数
初経の年齢 13 歳以下（中学 2 年生以下） 365（55.1）

14 歳（中学 2 ･ 3 年生） 188（28.4）
15 歳（中学 3 年生 ･ 高校 1 年生） 80（12.1）
16 歳以上（高校 1 年生以上） 29（� 4.4）

定期的な月経 いつも定期的 278（42.0）
たまに不定期 277（41.8）
定期的ではない 107（16.2）

3 ヶ月以上の月経停止 ある 162（24.5）
ない 500（75.5）

n（%）、（n�=�662）

表 5 　健康状態

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

現在の身長（cm）＊1 173［169、177］ 160［156、165］
競技上のベスト体重（kg）＊1 72.0［65、80］ 56［52、60］
ベスト体重時の BMI（kg/m2）＊1 24.2［22.4、26.0］ 21.8［20.6、23.0］
現在の内科的な問題＊2

無し 715（88.9） 479（72.4）
貧血 28（� 3.5） 110（16.6）
胃腸障害 11（� 1.4） 6（� 0.9）
動悸 1（� 0.1） 11（� 1.7）
息切れ 8（� 1.0） 14（� 2.1）
頭痛 34（� 4.2） 42（� 6.3）
胸痛 3（� 0.4） 7（� 1.1）
食欲不振 5（� 0.6） 10（� 1.5）

現在の整形外科的な問題＊2

無し 616（76.6） 496（74.9）
捻挫 71（� 8.8） 49（� 7.4）
肉離れ 21（� 2.6） 12（� 1.8）
疲労骨折 11（� 1.4） 16（� 2.4）
骨折 14（� 1.7） 5（� 0.8）

慢性的な不調＊2

無し 659（82.0） 482（72.8）
食欲不振 9（� 1.1） 12（� 1.8）
睡眠不足 71（� 8.8） 69（10.4）
継続的な疲労感 78（� 9.7） 109�（16.5）
無気力 22（� 2.7） 31（� 4.7）

週当たりの排便回数 21 回以上 53（� 6.6） 12（� 1.8）
14 回以上 21 回未満 157（19.5） 62（� 9.4）
7 回以上 14 回未満 439（54.6） 351（53.0）
7 回未満 154（19.2） 235（35.5）
その他 1（� 0.1） 2（� 0.3）

排便の状態 普通 707（87.9） 512（77.3）
下痢気味 59（� 7.3） 24（� 3.6）
便秘ぎみ 28（� 3.5） 100（15.1）
便秘と下痢を繰り返す 10（� 1.2） 26（� 3.9）

＊1 中央値［25 パーセンタイル値、75 パーセンタイル値］
＊　以外は人数（％）で表記
＊2 無し以外の回答は、複数回答により選んだ人の人数
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３ ．行動とライフスタイル
1 ）食物摂取
　「ごはん、パン、麺類」は男女とも 1 日 3 回以上摂
るという回答が最も多かった（表 7 ）。「肉、魚、卵、
大豆製品」は、 1 日 3 回以上が最も多いが 1 日 2 回の
選手も約 4 割みられた。「和え物、汁物、サラダ、海
藻類」では、 1 日 2 回摂ると回答した選手が最も多く
（男性43.3%、女性37.0%）、 1 日 3 回以上摂ると回答
した選手は、男性で24.5％、女性で30.7%であった。
乳製品は、1 日 1 回摂ると回答した選手が最も多く（男
性34.9％、女性39.9％）、 1 日 3 回以上摂ると回答した
選手は 2 割未満であった。果物は、 1 日 3 回以上や 2
回と回答した選手はそれぞれ 1 割未満であり、 1 日 1
回摂るもしくは 1 週間に 1 回は摂ると回答した選手が
約 3 割ずつ見られた。
　トレーニング前後に食べる物について、無しと回答
した選手は、男性25.6%、女性29.6%であった。トレー
ニング前後に食べている物としては、プロテイン（男
性52.4%、女性35.8%）、おにぎり（男性28.1%、女性
36.0%）と回答した選手が多かった。その他の回答に
は、肉、卵、バナナ、サプリメントなどがあげられて
いた。また、試合前後については何も食べていない選
手は、男性19.7%、女性14.4%であった。食べている物
では、エネルギーゼリー・スポーツバー等（男性
46.0%、女性59.4％）、おにぎり（男性45.6％、女性
53.9%）と回答した選手が多かった。試合前後のその
他の食べ物では、ジュース、バナナ、肉、サプリメン
トなどがあげられていた。
　サプリメントを使用していない選手は、男性
26.0％、女性23.4％であった。サプリメントの使用で
は、プロテイン、エネルギーゼリー・スポーツバー等、
スポーツドリンクと回答した選手が多かった。男性で
は プ ロ テ イ ン を 使 用 し て い る 割 合 が 最 も 高 く
（67.2%）、女性ではエネルギーゼリー・スポーツバー
等を使用している割合が最も高かった（66.0%）。その
他のサプリメントとして、分岐鎖アミノ酸（BCAA）、
アミノ酸、β-ヒドロキシ-β-メチル酪酸（HMB）、ク
エン酸、クレアチンなどがあげられていた。
2 ）食行動
　これまで行ったことがある食事制限や特殊な食事法
がない選手は、男性87.6％、女性70.7％であった（表
8 ）。実施したことがある、あるいは現在実施中の食
事制限等で最も多かったのは、男女とも、糖質制限ダ
イエット（男性7.1％、女性19.8％）であった。
　食 堂 を 毎 日 利 用 す る と 回 答 し た 選 手 は、 男 性
27.7％、女性22.2％であった。食堂の利用頻度が高い
選手（食堂を毎日、もしくは 2 、 3 日に 1 回利用する
と回答した選手）がよく食べるメニューは、男性では
丼（26.3%）、定食（24.9％）が多く、女性では定食（32.6%）
が多かった。 1 食に使用する金額は、男女とも300～

500円と回答した選手が最も多かった（男性54.7%、女
性82.3%）が、男性では501～700円も32.6%いた。
　コンビニエンスストアを毎日利用すると回答した選
手は、男性14.7％、女性6.8％で、男性では 2 、 3 日に
1 回（43.9％）が最も多く、女性では 1 週間に 1 回
（37.0%）や 2 、 3 日に 1 回（36.3%）が多かった。コ
ンビニエンスストアの利用頻度が高い選手（コンビニ
エンスストアを毎日、もしくは 2 、 3 日に 1 回利用す
ると回答した選手）がよく購入するものは、男女とも、
おにぎり（ごはん）（男性60.7％、女性64.2％）が最も
多かった。コンビニエンスストアでの 1 回の使用金額
は、男女とも501～700円（男性38.0％、女性38.2％）
が最も多く、次いで300～500円（男性31.2％、女性
35.1％）であった。
　自宅や練習拠点の近辺に早朝や深夜に利用可能な店
舗があると回答した選手における利用頻度は、 2 、 3
日に 1 回（男性42.2%、女性31.9%）、または 1 週間に
1 回（男性32.2％、女性37.6%）が多かった。また、
主食・主菜・副菜がそろう店舗が近隣にあると回答し
た選手における利用頻度は、男性では、 2 、 3 日に 1
回（31.0%）及び 1 週間に 1 回（31.3%）が多く、女性
では 1 週間に 1 回（33.9%）及び 1 ヶ月に 1 回（30.3%）
が多かった。
3 ）ライフスタイル
　起床時間は 6 時台及び 7 時台が男女とも多くみられ
た。就寝時間は、男性では23時台と 0 時台、女性では
22時台と23時台が多かった（表 9 ）。起床時間と就寝
時間から求めた睡眠時間は、 7 時間以上 8 時間未満と
8 時間以上 9 時間未満が男女とも多かった。
���平日のトレーニング時間は 1 時間以上 2 時間未満と
2 時間以上 3 時間未満が多く、約半数を占めたが、 0
時間が男性で11.2％、女性で6.8％、 7 時間以上も男性
で3.5％、女性で2.6％みられた。休日のトレーニング
時間もほぼ平日と同じ傾向にあり、 1 時間以上 2 時間
未満と 2 時間以上 3 時間未満が多かったが、 7 時間以
上が男性で5.7％、女性で15.7％と平日より多くなっ
た。週当たりのトレーニング日数は、6 日が最も多く、
5 ～ 7 日の間に多く分布していたが、 0 日が男性で
10.3％、女性で6.2％見られた。

４ ．環境要因
1 ）食物へのアクセス
　食堂の利用頻度が高い選手（所属する組織・学校・
施設等の食堂を利用しますかにおいて、食堂を毎日、
もしくは 2 、 3 日に 1 回利用すると回答した選手）の
約 9 割が、主食・主菜・副菜がそろったメニューがあ
ると回答した（表10）。また、アスリート用に栄養素
を強化しているメニューがあると回答した選手は約 4
割であった。
　 9 割以上の選手が、早朝や深夜に利用可能（食事が
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表 ７ 　食物摂取
男性 女性

（n�=�804） （n�=�662）
ごはん、パン、麺類の摂取頻度 1 日 3 回以上摂る 563（70.1） 424（64.0）

1 日 2 回摂る 207（25.7） 191（28.9）
1 日 1 回摂る 29（� 3.6） 40（� 6.0）
１週間に 1 回は摂る 4（� 0.5） 6（� 0.9）
月に数回は摂る 0（� 0.0） 0（� 0.0）
ほとんど摂らない 1（� 0.1） 1（� 0.2）

肉、魚、卵、大豆製品の摂取頻度 1 日 3 回以上摂る 377（46.9） 302（45.6）
1 日 2 回摂る 316（39.3） 271（40.9）
1 日 1 回摂る 97（12.1） 78（11.8）
1 週間に 1 回は摂る 12（� 1.5） 11（� 1.7）
月に数回は摂る 1（� 0.1） 0（� 0.0）
ほとんど摂らない 1（� 0.1） 0（� 0.0）

和え物、汁物、サラダ、海藻類の摂取頻度 1 日 3 回以上摂る 197（24.5） 203（30.7）
1 日 2 回摂る 349（43.3） 245（37.0）
1 日 1 回摂る 199（24.8） 175（26.4）
1 週間に 1 回は摂る 44（� 5.5） 35（� 5.3）
月に数回は摂る 11（� 1.4） 2（� 0.3）
ほとんど摂らない 4（� 0.5） 2（� 0.3）

牛乳、乳製品の摂取頻度 1 日 3 回以上摂る 152（18.9） 86（13.0）
1 日 2 回摂る 180（22.4） 154（23.3）
1 日 1 回摂る 280（34.9） 265（39.9）
1 週間に 1 回は摂る 133（16.5） 115（17.4）
月に数回は摂る 38（� 4.7） 29（� 4.4）
ほとんど摂らない 21（� 2.6） 13（� 2.0）

果物の摂取頻度 1 日 3 回以上摂る 60（� 7.5） 34（� 5.1）
1 日 2 回摂る 78（� 9.7） 62（� 9.4）
1 日 1 回摂る 224（27.9） 208（31.4）
1 週間に 1 回は摂る 272（33.7） 221（33.4）
月に数回は摂る 94（11.7） 106（16.0）
ほとんど摂らない 76（� 9.5） 31（� 4.7）

普段のトレーニング前後に食べる物＊

無し 206（25.6） 196（29.6）
プロテイン 421（52.4） 237（35.8）
おにぎり 226（28.1） 238（36.0）
エネルギーゼリー・スポーツバー等 125（15.5） 102（15.4）
スポーツドリンク 88（10.9） 81（12.2）
サンドウィッチ 42（� 5.2） 36（� 5.4）
果物 33（� 4.1） 36（� 5.4）
菓子パン 22（� 2.7） 22（� 3.3）
ジュース 20（� 2.5） 25（� 3.8）
カステラ 14（� 1.7） 13（� 2.0）
チョコレート 11（� 1.4） 27（� 4.1）
クッキー 0（� 0.0） 2（� 0.3）
その他 26（� 3.2） 18（� 2.7）

試合前後の食べ物＊

無し 158（19.7） 95（14.4）
エネルギーゼリー・スポーツバー等 370（46.0） 393（59.4）
おにぎり 367（45.6） 357（53.9）
スポーツドリンク 210（26.1） 202（30.5）
プロテイン 163（20.3） 53（� 8.0）
サンドウィッチ 68（� 8.5） 44（� 6.6）
果物 48（� 6.0） 59（� 8.9）
カステラ 29（� 3.6） 47（� 7.1）
ジュース 28（� 3.5） 28（� 4.2）
菓子パン 23（� 2.9） 23（� 3.5）
チョコレート 23（� 2.9） 41（� 6.2）
クッキー 0（� 0.0） 2（� 0.3）
その他 16（� 2.0） 5（� 0.8）

使用しているサプリメント＊

無し 209（26.0） 155（23.4）
プロテイン 540（67.2） 295（44.6）
エネルギーゼリー・スポーツバー等 403（50.1） 437（66.0）
その他 27（� 3.3） 16（� 2.3）
スポーツドリンク 266（33.1） 285（43.1）
ビタミン 119（14.8） 82（12.4）
ミネラル 48（� 6.0） 52（� 7.9）

＊無し以外は、�複数回答により選択した人数 n（%）
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表 ８ 　食行動
男性 女性

（n�=�804） （n�=�662）
特殊な食事法＊1

特になし 704（87.6） 468（70.7）
糖質制限ダイエット 57（� 7.1） 131（19.8）
食物アレルギーによる制限 29（� 3.6） 20（� 3.0）
単品ダイエット 5（� 0.6） 26（� 3.9）
ベジタリアン 4（� 0.5） 19（� 2.9）
グルテンフリー 4（� 0.5） 29（� 4.4）
宗教による食事制限 1（� 0.1） 0（� 0.0）

食堂の利用頻度
毎日利用する 223（27.7） 147（22.2）
2 、3 日に 1 回利用する 95（11.8） 62（� 9.4）
1 週間に 1 回利用する 110（13.7） 67（10.1）
ほとんど利用しない 322（40.1） 325（49.1）
食堂はない 54（� 6.7） 61（� 9.2）

食堂利用者が良く食べる物＊2、3

丼 54（26.3） 24（18.6）
定食 51（24.9） 42（32.6）
麺類 31（15.1） 8（� 6.2）
主菜のみの料理 12（� 5.9） 9（� 7.0）
カレー 14（� 6.8） 7（� 5.4）
弁当 4（� 2.0） 10（� 7.8）

1 食の金額＊3

1,001円以上 1（� 1.1） 0（� 0.0）
300～500円 52（54.7） 51（82.3）
300 円未満 1（� 1.1） 0（� 0.0）
501 ～ 700円 31（32.6） 9（14.5）
701 ～ 1,000円 10（10.5） 2（� 3.2）

コンビニエンスストアの利用頻度
毎日 118（14.7） 45（� 6.8）
2 、3 日に 1 回 353（43.9） 240（36.3）
1 週間に 1 回 226（28.1） 245（37.0）
1 ヶ月に 1 回 72（� 9.0） 90（13.6）
利用しない 35（� 4.4） 42（� 6.3）

よく購入する物＊2、4

おにぎり 286（60.7） 183（64.2）
お茶・水 145（30.8） 137（48.1）
お弁当 133（28.2） 34（11.9）
サンドウィッチ 131（27.8） 88（30.9）
果汁ジュース 126（26.8） 79（27.7）
サラダチキン 125（26.5） 67（23.5）
ホットスナック 102（21.7） 65（22.8）
デザート・菓子 91（19.3） 96（33.7）
麺類 84（17.8） 35（12.3）
サラダ 83（17.6） 74（26.0）
清涼飲料水 79（16.8） 28（� 9.8）
ヨーグルト 68（14.4） 75（26.3）
野菜ジュース 67（14.2） 47（16.5）
スポーツドリンク 66（14.0） 30（10.5）
卵 33（� 7.0） 22（� 7.7）
牛乳 31（� 6.6） 20（� 7.0）
果物類 23（� 4.9） 21（� 7.4）
漬物 3（� 0.6） 4（� 1.4）

1 食の金額＊4

300円未満 44（� 9.3） 43（15.1）
300～500円 147（31.2） 100（35.1）
501～700円 179（38.0） 109（38.2）
701～1,000円 78（16.6） 32（11.2）
1,001円以上 23（� 4.9） 1（� 0.4）

早朝・深夜に利用可能な店舗がある人の使用頻度＊5

毎日 86（11.6） 27（� 4.3）
2 、3 日に 1 回 314（42.2） 202（31.9）
1 週間に 1 回 239（32.2） 238（37.6）
1 ヶ月に 1 回 74（10.0） 117（18.5）
利用しない 30（� 4.0） 49（� 7.7）

主食・主菜・副菜がそろう店がある人の利用頻度�（%）＊6

毎日 57（� 9.3） 11（� 2.1）
2 、 3 日に 1 回 190（31.0） 101（19.0）
1 週間に 1 回 191（31.3） 180（33.9）
1 ヶ月に 1 回 131（21.4） 161（30.3）
利用しない 43（� 7.0） 78（14.7）

＊1 特になし以外の回答は、複数回答により選んだ人の人数
＊2 選んだ人の人数（複数回答）
＊3 食堂を毎日または 2 、3 日に 1 回利用する選手における回答（男性 318名、女性 209名）
＊4 コンビニエンスストアを毎日または 2 、3 日に 1 回利用する選手における回答（男性 471名、女性 285名）
＊5 早朝、深夜に利用可能な店舗がある人における回答（男性 743名、女性 633名）
＊6 主食・主菜・副菜がそろう店がある人における回答（男性 612名、女性 531名）
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表 ９ 　ライフスタイル
男性 女性

（n�=�804） （n�=�662）
起床時間 ～ 5：00 27（� 3.4） 32（� 4.8）

5：01 ～ 6：00 101（12.6） 110（16.6）
6：01 ～ 7：00 180（22.4） 238（36.0）
7：01 ～ 8：00 286（35.6） 228（34.4）
8：01 ～ 9：00 115（14.3） 37（� 5.6）
9：01 ～ 94（11.7） 17（� 2.6）
分類不可 1（� 0.1） 0（� 0.0）

就寝時間 ～ 20：00 1（� 0.1） 0（� 0.0）
20：01 ～ 21：00 2（� 0.2） 2（� 0.3）
21：01 ～ 22：00 34（� 4.2） 21（� 3.2）
22：01 ～ 23：00 144（17.9） 220（33.2）
23：01 ～ 0：00 291（36.2） 261（39.4）
0：01 ～ 1：00 204（25.4） 113（17.1）
1：01 ～ 2：00 89（11.1） 33（� 5.0）
2：01 ～ 37（� 4.6） 12（� 1.8）
分類不可 2（� 0.2） 0（� 0.0）

睡眠時間 4 時間未満 3（� 0.4） 1（� 0.2）
4 時間以上 5 時間未満 4（� 0.5） 7（� 1.1）
5 時間以上 6 時間未満 23（� 2.9） 28（� 4.2）
6 時間以上 7 時間未満 103（12.8） 91（13.7）
7 時間以上 8 時間未満 264（32.8） 228（34.4）
8 時間以上 9 時間未満 289（35.9） 225（34.0）
9 時間以上 10 時間未満 96（11.9） 72（10.9）
10 時間以上 20（� 2.5） 10（� 1.5）
分類不可 2（� 0.2） 0（� 0.0）

平日のトレーニング時間 0 時間 90（11.2） 45（� 6.8）
1 時間未満 74（� 9.2） 81（12.2）
1 時間以上 2 時間未満 292（36.3） 171（25.8）
2 時間以上 3 時間未満 168（20.9） 136（20.5）
3 時間以上 4 時間未満 80（10.0） 103（15.6）
4 時間以上 5 時間未満 37（� 4.6） 67（10.1）
5 時間以上 6 時間未満 15（� 1.9） 28（� 4.2）
6 時間以上 7 時間未満 20（� 2.5） 14（� 2.1）
7 時間以上 28（� 3.5） 17（� 2.6）

休日のトレーニング時間 0 時間 126（15.7） 65（� 9.8）
1 時間未満 34（� 4.2） 23（� 3.5）
1 時間以上 2 時間未満 176（21.9） 86（13.0）
2 時間以上 3 時間未満 229（28.5） 138（20.8）
3 時間以上 4 時間未満 90（11.2） 92（13.9）
4 時間以上 5 時間未満 53（� 6.6） 70（10.6）
5 時間以上 6 時間未満 17（� 2.1） 45（� 6.8）
6 時間以上 7 時間未満 33（� 4.1） 39（� 5.9）
7 時間以上 46（� 5.7） 104（15.7）

週のトレーニング頻度 0 日 83（10.3） 41（� 6.2）
1 日 9（� 1.1） 8（� 1.2）
2 日 27（� 3.4） 18（� 2.7）
3 日 41（� 5.1） 18（� 2.7）
4 日 36（� 4.5） 37（� 5.6）
5 日 105（13.1） 118（17.8）
6 日 401（49.9） 306（46.2）
7 日 102（12.7） 116（17.5）

n（%）
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表１0　食物へのアクセス

男性 女性
（n� =� 804） （n� =� 662）

主食・主菜・副菜のそろったメニュー＊ ある 268（84.3） 188（90.0）
ない 22（� 6.9） 8（� 3.8）
わからない 28（� 8.8） 13（� 6.2）

アスリート用メニュー＊ ある 128（40.3） 82（39.2）
ない 88（27.7） 50（23.9）
わからない 102（32.1） 77（36.8）

早朝・深夜に利用可能な店 ある 743（92.5） 633（95.6）
ない 38（� 4.7） 19（� 2.9）
わからない 22（� 2.7） 10（� 1.5）

主食・主菜・副菜のそろう店 ある 612（76.1） 531（80.2）
ない 98（12.2） 61（� 9.2）
わからない 94（11.7） 70（10.6）

コンビニエンスストアに食べたい物がある＊＊ ある 407（86.4） 253（88.8）
ない 34（� 7.2） 21（� 7.4）
わからない 30（� 6.4） 11（� 3.9）

＊���食堂を毎日または 2 、3 日に 1 回利用する選手における回答（男性 318名、女性 209名）
＊＊コンビニエンスストアを毎日または 2 、3 日に 1 回利用する選手における回答（男性 471名、女性 285名）

表１１　情報へのアクセス

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

チームの食事のルール ある 61（� 7.6） 147（22.2）
ない 743（92.4） 515（77.8）

参考にしたい食べ方をしている人＊

いない 616（76.6） 483（73.0）
指導者 36（� 4.5） 57（� 8.6）
家族 14（� 1.7） 20（� 3.0）
チームメイト 136（16.9） 121（18.3）
その他 13（� 1.6） 10（� 1.5）

食に関する情報の入手＊

入手しない 254（31.6） 120（18.1）
インターネット 407（50.6） 386（58.3）
テレビ 205（25.5） 256（38.7）
インスタグラム 143（17.8） 279（42.1）
本 135（16.8） 145（21.9）
Twitter 118（14.7） 79（11.9）
雑誌 35（� 4.4） 48（� 7.3）
Facebook 3（� 0.4） 3（� 0.5）
その他 18（� 2.2） 22（� 3.3）

n（%）
＊いない、入手しない以外は、複数回答により選んだ人の人数
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できる、または購入可能）な店が自宅から練習拠点の
間や近隣にあると回答した。主食・主菜・副菜がそろっ
た食事ができる、または購入可能なお店が自宅から練
習拠点の間や近隣にあると回答した選手は、男性
76.1%、女性80.2%であった。
　コンビニエンスストアの利用頻度が高い選手（コン
ビニエンスストアを毎日、もしくは 2 、 3 日に 1 回利
用すると回答した選手）において、コンビニエンスス
トアに食べたい物があると回答した選手は男性で
86.4％、女性で88.8％であった。
2 ）情報へのアクセス
　所属するチームに食事に関するルールがあると回答
した選手の割合は、男性7.6％、女性22.2％であった（表
11）。参考にしたい食べ方をしている人が周囲にいな
い選手は男性で76.6%、女性で73.0％であり、参考に
している相手としてはチームメイトが多くみられた、
それ以外の人としては他のチームやプロの選手、友
人、SNSやYouTubeなどのソーシャルメディアがあ
げられていた。食に関する情報を入手していない選手
が男性では31.6％、女性では18.1％であった。入手し
ているツールとしては、男性はインターネット
（50.6%）、テレビ（25.5%）、インスタグラム（17.8%）、
本（16.8%）の順であり、女性ではインターネット
（58.3%）、インスタグラム（42.1%）、テレビ（38.7%）、
本（21.9%）の順であった。その他の情報源としては、
授業や先生、友人、YouTubeなどがあげられていた。

5 ．準備要因
1 ）食知識
���食知識として、ごはん、豚肉の生姜焼き、ほうれん
草のお浸しについて、主食・主菜・副菜のどの料理に
該当するかを質問した。それぞれの料理区分の認識
は、ごはんは主食（男性96.1％、女性97.0％）、ほうれ
ん草のお浸しは副菜（男性91.4％、女性96.4％）と正
答した選手が多かった（表12）。豚の生姜焼きは、主
菜と回答した選手が最も多かったが（男性80.2％、女
性86.3％）、主食と回答した選手が男性で18.2％、女性
で12.8％いた。
　主食、主菜、副菜の料理区分とその役割を問う質問
では、エネルギー源の役割を果たす料理は主食と回答
した選手が男性で83.0％、女性で78.5％、身体の調子
を整える役割を果たす料理は副菜と回答した選手が男
性75.5％、女性81.6％であった。身体を作る材料の役
割については、主菜と回答した選手が多かったが（男
性72.8％、女性71.0％）、主食と回答した選手が男性で
24.4％、女性で25.5％いた。
　補食のイメージは、 3 食で食べられなかったものを
補 う（ 男 性63.1%、 女 性60.4%）、 疲 労 回 復（ 男 性
51.0％、女性58.5％）と回答した選手が多かった。間
食についてのイメージは、おなかが空いたときに食べ

るもの（男性56.1％、女性66.5％）と回答した選手が
最も多かった。また、間食をご褒美と考えている選手
も男性で16.8％、女性で33.8％みられた。
2 ）態度
　サプリメントを使用している理由については、男性
では自分で調べて良いと思ったから（33.7％）、女性
では選手・指導者・保護者等に勧められたから（33.2％）
と回答した選手が最も多かった（表13）。

6 ．強化要因（周囲の支援）
　朝食、昼食、夕食のいずれかを誰かに用意してもらっ
て食べる選手（男性372名、女性289名）のうち、用意
してくれる人が、バランスの良い食事を作ってくれる
は男性で74.7％、女性で80.6％で、たまに作ってくれ
るを合わせると90％以上でバランスの良い食事が用意
されていた（表14）。食事面の心配をしてくれるにつ
いては、心配してくれるは男性で57.8％、女性で
65.4％であった。食事の内容や選択の仕方などの食べ
方についてのアドバイスは、すべての選択肢にほぼ均
等に回答が分布していた。

７ ．実現要因（社会的資源）
　食事の準備について、朝食は男性では、朝食は自分
で用意して食べる（32.8%）と誰かに調理してもらっ
て食べる（32.1%）が多かった（表15）。女性では、自
分で用意して食べる（50.8%）が最も多かった。昼食は、
自分で用意して食べる（男性45.0%、女性54.2％）が
最も多かったが、次いで多い回答は男性では、飲食店
（食堂）で食べる（22.3%）、女性では、誰かに調理し
てもらって食べる（20.8%）であった。夕食は、誰か
に調理してもらって食べる（男性42.7%、女性39.6%）
と自分で用意して食べる選手（男性32.8%、女性
42.9%）が多かった。
　所属するチームにおいて、定期的に栄養講習会が開
かれていると回答した選手は、男性で26.7％、女性で
32.5％であった。また、所属している組織・学校・施
設等に栄養相談ができる場所があると回答した選手の
割合は、男性で41.4％、女性で47.7％であった。一方で、
わからないと回答する選手も男女とも 4 割程度存在し
ていた。
　普段、食事のことを相談できる人がいない選手は、
男性で38.9％、女性で24.9％いた。相談する相手とし
ては、家族及びチームメイトと回答した選手が多く、
公認スポーツ栄養士などの管理栄養士等と回答した選
手は男女ともに、 1 割程度であった。遠征時食事のこ
とを相談できる人がいない選手は、男性51.7%、女性
38.2%であった。相談する相手としては、チームメイ
トと回答した選手が最も多く、公認スポーツ栄養士な
どの管理栄養士等と回答した選手は男性6.2%、女性
5.1%であった。
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表１２　食知識

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

「ごはん」の分類 主食 773（96.1） 642（97.0）
主菜 24（� 3.0） 18（� 2.7）
副菜 7（� 0.9） 2（� 0.3）

「豚の生姜焼き」の分類 主食 146（18.2） 85（12.8）
主菜 645（80.2） 571（86.3）
副菜 13（� 1.6） 6（� 0.9）

「ほうれん草のお浸し」の分類 主食 18（� 2.2） 4（� 0.6）
主菜 51（� 6.3） 20（� 3.0）
副菜 735（91.4） 638（96.4）

「エネルギー源」となる物 主食 667（83.0） 520（78.5）
主菜 82（10.2） 102（15.4）
副菜 55（� 6.8） 40（� 6.0）

「身体を作る材料となる物」 主食 196（24.4） 169（25.5）
主菜 585（72.8） 470（71.0）
副菜 23（� 2.9） 23（� 3.5）

「身体の調子を整える物」 主食 83（10.3） 50（� 7.6）
主菜 114（14.2） 72（10.9）
副菜 607（75.5） 540（81.6）

補食のイメージ＊

3 食で食べられなかった物を補う 507（63.1） 400（60.4）
勝つための戦略 174（21.6） 134（20.2）
疲労回復 410（51.0） 387（58.5）
時間がない時に食べる 149（18.5） 170（25.7）
おなかがすいた時に食べる 304（37.8） 257（38.8）
気晴らし 49（� 6.1） 23（� 3.5）
ご褒美 49（� 6.1） 43（� 6.5）
サプリメント 113（14.1） 68（10.3）
お菓子 40（� 5.0） 16（� 2.4）
飲み物 41（� 5.1） 10（� 1.5）

間食のイメージ＊

3 食で食べられなかった物を補う 274（34.1） 127（19.2）
勝つための戦略 116（14.4） 42（� 6.3）
疲労回復 191（23.8） 97（14.7）
時間がない時に食べる 122（15.2） 63（� 9.5）
おなかがすいた時に食べる 451（56.1） 440（66.5）
気晴らし 148（18.4） 164（24.8）
ご褒美 135（16.8） 224（33.8）
サプリメント 55（� 6.8） 11（� 1.7）
お菓子 193（24.0） 276（41.7）
飲み物 112（13.9） 144（21.8）

＊複数回答により選んだ人の人数 n（%）
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　サプリメントについて相談する相手がいないと回答
した選手は、男性45.6％、女性39.1％であった。相談
している相手については、チームメイトと回答した選
手が最も多く（男性31.7%、女性25.4％）、公認スポー
ツ栄養士などの管理栄養士等と回答した選手は男性
8.5％、女性7.7％であった。その他の回答としては、
教員、家族、接骨院などの人をあげた選手と、専門書、
授業、インターネットなどのツールをあげた選手がい
た。

Ⅳ　考察・今後の課題

　本研究では、プリシード・プロシードモデルに従っ
て、青年期にある選手の食環境を多側面から構造的に
検討した。その結果、バランスの良い食事を摂ろうと
する場合には、それらを得る環境にはあるが、栄養全

般やサプリメントなどの情報については、栄養や医療
系の専門家へのアクセスは少ない状況が認められた。
　本研究の対象者は、日常的にトレーニングを実施
し、定期的に試合に参加している選手を対象としたた
め、各選手の競技レベルは全国大会や地域ブロック大
会出場レベルが多く、比較的レベルの高い集団であ
り、競技への価値観から見ても競技に真剣に取り組ん
でいると考えられた。内科的な問題、整形外科的な問
題、慢性的な不調とも無しが多数を占め、比較的健康
な選手集団であった。便通の状態も比較的良く、 1 日
に 2 回以上排便がある選手も男性で多くみられた。男
子大学生スポーツ選手を対象とした調査11）においても
1 日に 2 回以上と答えている選手が個人競技で40％、
集団競技で28.7%みられることから、特に男子選手で
は排便回数は多い傾向にあるのかもしれない。女子選
手に関しては、女子大学生を対象とした調査28）におけ

表１３　態度（サプリメント使用の理由）

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

自分で調べた 271（33.7） 147（22.2）
周りの選手が使用している 184（22.9） 119（18.0）
選手・指導者・保護者等に勧められた 171（21.3） 220（33.2）
トップ選手が使用している 80（10.0） 33（� 5.0）
専門家に勧められた 46（� 5.7） 33（� 5.0）
広告を見た 19（� 2.4） 10（� 1.5）
その他 9（� 1.1） 17（� 2.6）
複数回答により選んだ人の人数 n（%）

表１４　周囲の支援（食事を用意してくれる人の配慮）

男性 女性
（n�=�372） （n�=�289）

バランスの良い食事 作ってくれる 278（74.7） 233（80.6）
たまに作ってくれる 68（18.3） 44（15.2）
あまり作ってくれない 20（� 5.4） 11（� 3.8）
作ってくれない 6（� 1.6） 1（� 0.3）

食事面の心配 心配してくれる 215（57.8） 189（65.4）
たまに心配してくれる 96（25.8） 66（22.8）
あまり心配してくれない 42（11.3） 27（� 9.3）
心配してくれない 19（� 5.1） 7（� 2.4）

食事のアドバイス してくれる 96（25.8） 79（27.3）
少ししてくれる 96（25.8） 93（32.2）
あまりしてくれない 97（26.1） 58（20.1）
してくれない 83（22.3） 59（20.4）

n（%）
朝食、昼食、夕食のいずれかを「誰かに料理してもらって食べる」選手における回答
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表１5　社会的資源

男性 女性
（n�=�804） （n�=�662）

朝食の準備 自分で用意して食べる 264（32.8） 336（50.8）
誰かに調理してもらって食べる 258（32.1） 186（28.1）
飲食店（食堂）で食べる 140（17.4） 87（13.1）
購入したものを食べる 70（� 8.7） 25（� 3.8）
食べない 72（� 9.0） 28（� 4.2）

昼食の準備 自分で用意して食べる 362（45.0） 359（54.2）
誰かに調理してもらって食べる 147（18.3） 138（20.8）
飲食店（食堂）で食べる 179（22.3） 98（14.8）
購入したものを食べる 104（12.9） 62（� 9.4）
食べない 12（� 1.5） 5（� 0.8）

夕食の準備 自分で用意して食べる 264（32.8） 284（42.9）
誰かに調理してもらって食べる 343（42.7） 262（39.6）
飲食店（食堂）で食べる 177（22.0） 90（13.6）
購入したものを食べる 20（� 2.5） 21（� 3.2）
食べない 0（� 0.0） 5（� 0.8）

栄養講習会の実施 はい 215（26.7） 215（32.5）
いいえ 589（73.3） 447（67.5）

栄養相談の場 ある 333（41.4） 316（47.7）
ない 127（15.8） 74（11.2）
わからない 344（42.8） 272（41.1）

普段、食事の相談ができる人＊

いない 313（38.9） 165（24.9）
家族 193（24.0） 289（43.7）
監督・コーチ 90（11.2） 94（14.2）
トレーナー 112（13.9） 122（18.4）
チームメイト 209（26.0） 211（31.9）
管理栄養士等 99（12.3） 79（11.9）
スポーツドクター 4（� 0.5） 5（� 0.8）

遠征中の食事の相談＊

いない 416（51.7） 253（38.2）
家族 62（� 7.7） 102（15.4）
監督・コーチ 130（16.2） 131（19.8）
トレーナー 99（12.3） 98（14.8）
チームメイト 224（27.9） 245（37.0）
管理栄養士等 50（� 6.2） 34（� 5.1）
スポーツドクター 3（� 0.4） 1（� 0.2）

サプリメントについての相談＊

いない 367（45.6） 259（39.1）
保護者 77（� 9.6） 126（19.0）
監督・コーチ 105（13.1） 107（16.2）
トレーナー 121（15.0） 134（20.2）
チームメイト 255（31.7） 168（25.4）
管理栄養士等 68（� 8.5） 51（� 7.7）
医師・スポーツドクター 8（� 1.0） 13（� 2.0）
薬剤師・スポーツファーマシスト 5（� 0.6） 3（� 0.5）
その他 9（� 1.1） 2（� 0.3）

n（%）
＊相談相手がいる場合は、相談相手に選んだ人の人数（複数回答可）
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る排便回数よりも、本調査における排便回数は多く、
選手では一般女子大学生に比べ、良好な排便状態にあ
ると考えられる。運動は便秘患者における治療として
も有効であることが、システマティックレビュー29）に
おいても示されており、日常的に運動をしている本調
査の対象者では、比較的良好な排便状況にあったと考
えられる。女子選手における月経状態は、選択肢が報
告によって異なっているものの、定期的ではないとの
回答は他の先行研究30）より少なかった。これは、本調
査の対象者において、審美系種目や長距離種目の選手
の割合がそれほど多くないことも影響していると考え
られた。しかし、 3 ヶ月以上の月経停止が約 1 / 4 に
みられていた。
　食物摂取の状況は、詳細な食事の調査は行っていな
いが、主菜や副菜を 1 日に 2 回以上摂る選手が 7 割程
度、牛乳・乳製品も 1 日 2 回以上摂る選手が 4 割程度
いたことから、全体としては比較的良いと考えられ
た。主食や主菜は 1 日に 2 または 3 回摂取している選
手が多く、川野らの体育系女子大生を対象にした調
査15）より良好であった。川野らの研究15）では、下宿生
や寮生に比べ自宅生での食習慣が良好であったが、本
調査対象では一人暮らしや寮生が多いにもかかわらず
比較的摂取状況は良かった。トレーニングや試合の前
後に食べる物では、プロテイン、おにぎり、エネルギー
ゼリーなどエネルギーやたんぱく質補給ができる食品
の摂取が多くみられた。特にプロテインは、トレーニ
ング、試合前後とも男子選手での摂取が多くみられ
た。欧米の選手を対象とした調査20）では、今回の調査
で聞いているタイミングと少し異なるが、試合前の準
備の食事としては、バランスの良い食事や炭水化物が
多い食事を選択し、試合間には水、バナナ、スポーツ
ドリンク、試合後には炭水化物が多い食事やプロテイ
ンシェークをとっており、同様の傾向であった。食事
の準備状況から把握した朝食の欠食者の割合は国民健
康・栄養調査の結果14）や一人暮らしの大学生について
の調査12）と比較しても少なかった。
　環境要因において、主食・主菜・副菜のそろうメ
ニューは食堂利用者で 9 割、食堂以外においても約 8
割があると回答している。食堂におけるヘルシー定食
の提供の試み31）や定食の販売促進の試み32）は大学生を
対象にも行われており、主食・主菜・副菜のそろうメ
ニューを選択できる可能性は増えてきていると思われ
る。さらに、食堂利用者のうち約 4 割はアスリート用
メニューがあると回答しており、それらのメニューを
選択しているかは不明であるが、食物へのアクセスは
比較的良かったと考えられる。一方で、情報へのアク
セスについては、チームの食事のルールがない、参考
にしたい食べ方をしている人がいないという回答が多
く、情報へのアクセスは少ない可能性がある。食に関
する情報の入手先としては、インターネットが最も多

かった。2019年に群馬県の大学生を対象に行った調
査33）においても、食に関する情報源としては、家族に
ついで、インターネットやSNSが使用されており、選
手に関わらず情報源としてインターネットが主流に
なってきていると思われる。しかし、食生活リテラシー
について検討した研究34）では、大学生において食情報
の入手や理解に関する能力を多くの学生が有していた
が、食情報の信頼性の判断、他人への伝達、健康改善
の活用に関する能力には向上の余地があることを指摘
しており、選手においても食生活リテラシーが十分で
あるかは今後の課題と思われる。
　準備要因として食知識では、主食、主菜、副菜の分
類や役割のような基礎的な知識については、比較的高
いと思われた。質問内容は異なるが、大槻らの男子大
学生選手を対象に行った調査11）においても、基本的な
栄養・食事に関する問題における正答率は平均で 7 割
程度あり、基本的な知識を有する選手は多いようであ
る。また、補食のイメージとして、 3 食で食べられな
かった物を補うや、疲労回復ととらえている点は評価
できると思われる。一方で、間食については目的をもっ
て食べるというよりは、空腹を満たす、お菓子、ご褒
美という意味合いが多いようであった。しかし、これ
らの知識が実際の食事内容にどのように反映されてい
るかは、本資料では不明である。
　強化要因としての周囲の支援は、食事を用意してく
れる人がいる場合には、その食事を用意してくれる人
が、バランスの良い食事を準備し、食事面の心配をし
てくれるような、提供される食事についての配慮は多
くなされていた。一方で、食事を準備する人が、食事
のアドバイスをすることは、実際のバランスの良い食
事の準備に比べて少なく、アドバイスや情報を得るよ
うな支援にはなっていないようである。
　実現要因としての社会的資源においても、栄養の講
習会、栄養相談の場は少なく、食事の相談ができる選
手は少ない傾向が見られた。特に栄養や医療の専門家
との接点は少ない。
　サプリメント使用について考えると、専門家の関与
は少なく、自分で調べる、周りの選手や指導者の勧め
がきっかけとなっている。社会的資源として調査した
サプリメントの使用について相談できる相手について
も、いないとする選手が最も多く、相談相手がいても
チームメイトや部の指導者にとどまっており、管理栄
養士や医師、薬剤師等の専門職に相談する機会は少な
かった。使用しているサプリメントは、プロテイン、
エネルギーゼリー、スポーツドリンクなど種類は限ら
れており、本調査では使用目的などは調査していない
が、サプリメントの種類が増えるに従い、必要性の有
無などを相談できる場は必要と考えられた。
　本資料では、調査結果の概要を示すのみであるが、
今後、これらの環境、準備、強化、実現要因と食物摂
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取や食行動との関連を検討することが必要である。し
かし、本対象においては少なくともバランスの良い食
事がとれる可能性のある店舗や食堂、あるいはバラン
スの良い食事を準備してくれる人の存在など、バラン
スの良い食事をとろうとする場合には、それらを得る
環境にはあると考えられた。一方で、栄養全般やサプ
リメントなどの情報については、相談相手がいない、
講習会の実施がないなど、栄養や医療系の専門家への
アクセスは少なかった。本調査が本学会員を通じて行
われたことを考慮すると、選手全体としては専門家へ
のアクセスはもっと少ないと予想される。今後は、多
くの選手あるいは指導者が専門家とのアクセスできる
場を増やすことが、適切な栄養摂取を実現するために
必要だろう。また、食に関連する様々な情報はインター
ネットを主とする情報源から選手個人が収集している
様子が伺われ、選手がアクセスしやすい媒体における
正しい情報の発信と、選手自身の情報リテラシーの向
上は必要と考えられる。
　なお、本調査では、調査時期の途中からCOVID-19
の感染拡大に伴う緊急事態宣言が発令されている時期
を含んでいることから、活動の制限があり、週当たり
の練習日数が 0 日という回答が見られたと思われる。
そのため、外食やコンビニエンスストアでの購入など
外出が必要な食行動については、通常の状態とは異な
る可能性があり、今後、緊急事態宣言前後の比較など
の検討が必要と考えられる。
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